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Ⅰ 育種試験 と成果発表の経過

マ ラヤ連邦におけるコロンボ計画による稲uj育相技術援助 は1958年8月か らは じめ られノ,現

在 までに,両川, 藤井.廿仁U)諸氏および筆者の 4告の専門家が派遣 され, 7イ打L"TH二わた って

--つLJji-.要なf沌†圧｣標U)もとに一 速の材料が次 々に引き継がれf沌riL試験が進 め られノてきたし

この問,すでに他の報ir,-･で も述べ られているように,i:_力を 日印雑種 (Cuttackhybrid二)U)選

抜 同定に注いできたのであ るが,1963年に坐 って,これ らの材料が十分な同定度を示 し,扶量お

よび主要 な形質においてす ぐれ,在来種に代 り普及 しうるものであるという兄透 しキ うるに坐

ったcJjで,引き継 い だ多数の系統を淘汰 し, 存望な ものll系統に集約 し (工)C-1か ら11まで),

それ らU)成績を 隼押 してマ ラヤ 政府に提 出 した (Reporton the Rice VarietalImprove-

mentinMalaya,1960-1963) すなわ ち, 優良il]r]Wl候補系統uj決定 とい うf錘ト音業の最終段

階に入 った ということを報告 したわけであ って,同時にこれ らrj'望系統は 今後地域 適応件検 定

試験 に移され,適応範囲を検討 した うえで新品種 に決定 さるべ きであることを示 した.

6年問にわた る胃相試験耳業C,j成果がようや くあ る兄透 し,1-えた こと,をは じめて碓 ‖忍したマ

ラヤ政府 および農業省 の関係者は想像以上uj吉びを示 し,自社 課長ばか りでな く,農業局長は

じめ研究rlL/,Jf)良,栽 培部長そL/_)他の諸告 が次 々に試験場,Ji･訪れ ,棉,章子に して 吉〇､7;_･示 し∴祝い

U)言葉を述 - た ,､農業局長は,こL/)とき,で きるだけ 早い機会に]I汀とレJ京 統 U〕 ･つ,Ji-耕 晶 不車二

決定 し命 '(.公表 したい と,すでにそujお祭 りf十持uj構想,Ji-語 っていた

次いで, ･fj'では 1963年 9日か らは じまる mainseason には, これ ら〔ノ)系統)Trp.Welle-

sle上 州U)′射 出で行なわれてい る貴家委託C/)現地試験地/'lJ:利用 して, 広 く｣射出試作試験/LI:'大蛇
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したU)で,次第に農家にも知 られるようにな り,また見学者C))来場 も多 くな り農民U刃男 心､も次

第に高まっていった ｡

こU)ような官艮をあげてt)j強い反轡が新品種U)自戒 ということに雷せ られ るということは,

現在U)11本では想像 しえないことであ り,農業大臣自らがこのニ ュースを地方遊説にもって廻

った リ, ラジオ,テレビ,新 聞に鮪流した りす ることは異様に思われるが,マラヤにおいては

それだけuj理由があ り,また時宜をえたもujであったか らであろう/)

すなわち, 一つには二期作地の Offseason用cJ)品種 として長 く哉増 されていた PeBiFun

に代る多収 ･安全で特に晶質が優れ, 性 合期間が短 く,栽培季節によって吐育 口数に変化がな

い新品種の出現に対する農民の要望が極めて大きか ったことであ り,その二つはマラヤは独立

後,食糧 自給をはか るため,年次計画で漕洪 施設工事を進め,二期作水 田の拡張を強力に進め

てお り,最近 Selangor州においても新 しく4,000ェ-カーの水田において給水が開始され,

二期作がは じまってお り, 将 来 ますます こUjような 二 規作可能な水旧は 増加す ることになる

が,す ぐれた Offseason用の新 しい品種がぜひ必要であった ｡ さらに, 政治的な意 味では,

独立後政府各省では国土偶発や経済発展へ0jLlIH'r-:リにそれぞれ大きな成果をあげつつあ り,特

に未開発地域の闘発は華 々しくその成果が報道され,また文化,教百,軍事それぞれ幽係当局

か らも時宜与えたニュースが報道 されているが,ひとり農業省においては世の注 目を引 くほど

C/-)ニ ュースもな く,そo)あせ りは農業局か ら研究部- と波及 し,何か なさねはな らぬ時油日二速

していた｡また,一一)J-コロンボ計画による農業技術援助 もその開始か らかな りの年数を経てお

り,主 として日本か らの専門家によってなされ.てきたのであるが,ようや く最近,農業省の上

層部あるいは大蔵省,総理府等か らその成果について批判の声が出てきたといわれ, 直接の担

当者である農業局長な らびに研究部首脳者は早 く何 らかの形で,その成果を世に示 さねはなら

ぬ時期にきていたのであった ｡

このような客観情勢の中で,1964年 2月に DC-4が ｢MALINJA｣と命名,一般 に公開され,

農業大臣の手で各州cJ)農業 協同組合cjj代表にその原種が配布され るという人がか りなお祭 り騒

ぎのような行事が,BukitMerah試験場で行なわれたのである｡この FieldDayの式典には

マラヤ駐在 日本大使やインド HighCommissionerは じめ, マラヤ政府の高官, 農業省 関 係

者,各州政府闇係者,各州農民代表団,P.Wellesley州の農艮等 々そU)数約 800-1,000/;vTに

連す る人 々が参列 した ｡ このことは,新聞, ラジオ,テ レビ等の報道陣によって も大 々的に報

道された ｡ また, こC)jH新品種 ｢MALINJA｣ を用いたカレーライスが全参加者に饗 され好評

を博した｡

MALINJA という品種名は Malayaにおいて, Indicaと JaPonicaとの 交配雑種 か ら百

成された品種 という意味の/合成語で,そU_)響きもよいことか ら現在では広 く一般に呼びな らさ

れるようになっていろ｡ノ
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＼情 IJIN十l Lノ)_I,.1 長 後 .2season/'i'-･絡 - ノ'二 今 Flで 悠 ､ -.相川-:率85/'J,,I/1こ-古/)ろ P.Welleslpr州

LM 1斗jに 人 /:,と. .I/Tl･山に そ J)歳情】両 肘 ミみ られ , 豊か :二稔 った穂波:引当椋名 草安心 させ , 黒 l L二

･1-- .1･:･Iでせ て い ろr iU帥 ノ〕mainseason に も引 き続 いて MALINJA /J･J:旧､'7しようとす ろ甘 -;こ

土) //I,､､ 普及 rT,'iの 浩で さま m ain season で さ :,I_- ラ ヤ 在 ､国 章は 3刊 ぐこいに ま で ′ヽrAT.TN.TA.

Lr,ろい悠 DC17に よ って 押 上 ら /iEろであ ろ う と い う こ と で あ る

ま た ,1964年 C/)Offseason か ら,は じめて 二期作が開 始 され た Selangor川 で 息 4,000エ

ー カ 十 ノバ MALINJA お よこごDC-7で 古LllJjら行 と もに よい′軒PJL-示 して い る こ とが州山肌 ｣二,I:li-

､;冒,,ATSl三･T_よ って 報告 され た そ して, そ U)収穫 期 ,Jr 機 会 :I , DC-7が MALINJA に次いで新吊

律 と して命名公夫U)j′吏ご とな り. Selangor 州ImrJfvy要望に よ って BukitMerah試験｣揖 二か

侶 つ し,同州 二あ ら TanjongKarang試験場 が そ レ〕発表式典の 舞台 とな る こ とが 予定 され る｡

そ U)式典 U)た Jか 二 P.Welleslel,川の 刷 珊 瑚別注′衣琵 U)闇 市 1,500gallon が Selangor 伸 二

r'' r と に な っ て い ろ込 J,,-It//､､し .

lE 有望育成系統の特性概要

最終的に桟 された有望-,:i;貢献 二-宮 ､て特件レ刃既要 / ji -示す ′i:.TJ日 数が PeBiFul-帖 Tiで非感

)TL性 レつ:I',:,-1枕は恒粒丸形U)組,をつ け て お .'),JJlli一三日牛U)も拙 ま将来性は期待 で きな い U)で , そcj)よ

うな瑞聴ま代衣的 な ものt/_)み ち残 し言 上U-)ll-:Tl'-;純 と した 一往 -て .長粒粗型の もレ)は圧 付 目欠

;Ji十十長 く130-140日とな り, PeBiFunJ)125日に比 べ収 穫 期が 1週間- 2週｢fHおそ (.な ,7'

〟,二期作 U)美 施 に は支 障 が な い こ と/JJ･i/'-,-まで しっ試 蛤 で美証 され て い る -･

(i ) DC寸 (Siam 29 :農林 1号)

年T'川 数 135-14机 で こU)基経U)特徴は親晶種 U) Siam 29.'=似て和良IrI上 米質艮好で言)

{JJ収で あ るが .特に ',31丈で な い､_多肥 ∴ 銅 損に｣̀浩二も通 し て い る -穂里需 用 工 粒締ま疎 で ./i:i

,-:, .い もち痛肘病件 は弱 に 属す ろ ニJ)さ討左は off お よご mainseason に通 用 しう ろ こ ま た

と くに艮質米 を要 求す る場合:まこ汀 に適 応 しう る一,粧 ま押力作に富 み,矩胴 のゆえに倒 伏 し骨

∴ また 捌ulで は なこ号 ､て も倒伏 の美 告 .'ま少な い -将 虹 f=押下材 料 と して 貴 重な もの とな ,r7,で

i/F)ろ う やや困l廿作が あ るー

(2) DC-2,(Siam 29こくli封ヰ20号)

牛 廿 用土135-145F上 off,mainレ〕両lljjニ 連続 栽伸 雄 巨で あ る｡た肌J'J｣′日'.rき巨 ､Jjて 旧盛 で !/I

辛 --｣, 葉身は初期に-戸畑 Irい'/-_し, Ir-_畏 ま 普 し くr吊 /A.する 帖 ま申径 で, 早 や 艮 く PeBiFun

よ :)l主桁とで あ る-穂長 も長 く, や 判 事｣ 神 町 ま長竹 中 :'拙宅米,まれ にJ]豆巴を有す る 3,:米 に悠I

小 さな板白左 も一)浴 , 精 白歩 合.食味 も艮 好 で あ るし刑 巴でj冊丈す るが極 多肥で倒伏す る 収
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DC-4の MALINJA とその形質が酷似 しているので, 今のところ新品種とする意味ほうすい

が,地域適応性で差を示すことがあれば,その可能性がある｡いもち病検定の結果は弱に属す

る｡休眠性はない｡

(3) DC-3,(MayangEbos80×PeBiFun)

生育 日数 125-130日の PeBiFun に近い早ll~:_非感光性の系統である｡PeBiFun より多収

であるが,籾型 が PeBiFun と同 じく短粒なので将来の育種材料として使用できろ(ノ

(4) DC-4,(Siam 29×PeBiFun)

1964年 2月 MALINJA と命名された (特性は川 L氏の報告参JlltJi)0

(5) DC-5,(SerendahKuningxPeBiFun)

非感光性で135-145日のノ牛育 日数,籾がやや翫粒なのが欠点であるが,極短程で PeBiFun

の 90-115cm に対 し75-80cm,きわめて強梓,穂は長 く密粒,厄播,機械化栽培に適 した姿な

ので栽培部関係者の要望で残 された｡いもち痛 に弱,玄米は股臼小さく,光沢あり,PeBiFun

よりは良質であるが,一般消費者には好まれないと思われる｡特殊な栽培法に適す ることキ辛

想 して残され.た｡

(6) DC-6,(SerendahKuningxPeBiFun)

DC-3と同様籾型が短粒 という欠点があるが,PeBiFun より多収なので残 された｡将来性

はあまり期待できない｡

(7) DC-7,(MayangEbos80× 台車 65号)×MayangEbos80

DC-4の MALINJA に次いで有望祝 される系統で, 1964年 の 9月には命名公表の予定であ

る｡非感光性で130-145日の技育 口数をもち,off,main a)両jg]において連続栽培が可能,初

期の生育旺盛,葉身著 しく直立 し,株は しまっているので株問がすいてみえる｡止葉は直立 し

穂首が短いのでL桐tii後は｣L葉にか くれ,藤坂 5号, トワダのような姿を呈す る｡ やや短梓で細

く,強程,かな りの多肥に耐え増収す る｡出穂後 2- 3日で籾は褐色 となるのが特徴である｡

多けつ性で穂数多 く,地域適応性 も広い｡穂はやや長 く極密粒,籾型は細いが短 く,小粒,玄

米は良質で光沢あり,ときに心白がある｡精白歩合高 く,食味も良好,生育は旺盛であるが,

葉色 うす く黄縁を呈 し,成熟期にはみごとな黄金色になる｡脱粒極易で,手打 ちの収穫法には

好適 している｡ いもち病 には弱い ｡ 休眠性はない｡ 米粒が小さすぎるともいわれるが,大きな

欠点がな く栽培 Lやすいので急速に普及するに違いない｡

(8) DC-8,(MayangEbos80 × 台車65号)× MayangEbos80

DC-3および同 6と同株に籾が短粒という欠点があるが, PeBiFunより多収なので残 され

たO将来性はあまりない｡

(9) DC-10,(SerendahKuningx 旭)

- 96-

7(



DC-ll,(Nachin57:く陸羽132号)

_'l:.T'iEl数は DC-10は 125-130T十 DC-11は 135-145日で, ともに非感光性である 硯

は長 く細いインド型の良質米であるが.やや長押にすぎ,極長穂密粒で少けつ,触重輿,倒伏

しやす く,耐肥性 , 密値 適応性 もない-あまり有望でないが育種材料 として使用され うるO律

T守はマラヤ在 来種に近い様相を呈 し.拙 ま長大で密,粗は細長でこの.丘 はマラヤ人の好 み に合

っている､.

DC-9は DC-10と同1--組合せの賞粍であるが,説 明 を略す るっ

以上有望系統の特性の概要を述べたが,これ らの申,DC-1,2,4,7 は 草 照 がどちらか という

とl巧く稲に近いもU)で, 葉招 く, /-i;けつ, 矩程 , 葉身が立 ち特に止葉は直宜し,耐肥性も在 来

種より高い .こうした牲侶ま_'{/分に日本稲型の親の形質によるものであろうが,また選抜にお

いても,我 々はつ とめてそうした 里のものを選抜 してきた結果であって,我 々の好みに合うと

-)臣盛光性で籾, 玄米がイン ド稲型で隼 態的特性が 日本稲のそれに近いもので あろうと思われ

な り,日本の稲の品種が拘 ってきた変遷にも似ていることははなはだ興味のあることであろ(

TIT 育種試験の過程においてわか ったことな らびにそれ らに関す る試験

1. 父 配

藤丹氏C/).記述にもあるように,TH有試快の供 試材料.'J'cLCuttackhybridの後代が人部分であ

って,近い将来に試験材料に潤 混丁 ろことが懸念 され,川上氏の時代か ら現地において新 しい

交配が行なわれた-その後,後継者の筆者 も下 記(2)のような押由か ら,今後の品種にはいもち痛

嗣楠件,JE斗j'与す る必要,JI,感 じ.1964年か らDC番号の系統 と耐病件品種 との交配を開始 した′

2. い も ち 病検 定

従来,いもち病の発!Ii:_少 く,実宮 を 与えること:まほとんどないとされ, 選抜の過程でいもち

痛 に対す る検定は行なわれていなか った｡ しか し, 1963年の mainseasonの苗代期は両天が

写 く∴附いもちが多発 し--パr'iTSに枯 死個体が出た ｡ そこで,1964年からい もち病耐病性の検定法

に関す る試験を行い,-一応の見通 しをえて,現在耐偶作rr鋼玉の検定 と日成材料の検定を行なっ

ている｡ その結果,在来の晶 種では,根 して offseason JHのものは弱 く,mainseason用o)

晶種には強いものが多いことが判 った

3. 晶質 ･食味の鑑定

7ラヤにおいて米の晶質の評価は土 として外乱Lu川かfjtに重点がおかれ,細 くて長い米が高

価に取 り引きされているここれは,また cookingquality ともほぼ一致 してい るようであるo

Lたがって,選抜に際 して息 粒 形7;r市二促し,細長持ち主な選抜形質 とした ､
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後期世代に入 った系統は収量調査後,籾招機でその歩留 りを測定 し,さらに精米機で精白歩

留 りの測定を行なった後,この材料を食味試験の材料 として少量あてマラヤ人職員uj家庭に配

布 し,食味を調香用紙に採点記入 してもらった ｡

その結果,今までの PeBiFunがまずいことは一致 したが,他のイン ド型品種の間で差違を

みいだすことは困難であった｡ これはマラヤ人が一般にカレーライスとして食べ るために,辛

いカレーが味覚を麻捧 させ,円木の場合のように米そのものの微妙な差違の判別ができないも

のと思われる｡ すなわち,カレーライスの場合は米そのものの味は重要でな く,む しろバ ラッ

クものと粘 るものとの区別だけが食味の差の根拠になるようである｡ しか し,調理方法が異な

ると (たとえば中 国人系の場合), また米の食味そのものの小さな差 もみいだされるかも知れ

ない｡
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